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　　　　　☆自動制御で賑う秋☆
　　　　特集号，自動制御講習会および

　　　　　　　　　　サイバネティ・yクス討論会

　自動制御は，学間としても按術としても，ますます広

く各方面から注目される重要問題となつてきた。このす

う勢を反映して，学会誌の特集号が企画されたり，講習

会が開かれたり，もつと広い科学分野を包含するサイバ

ネティックスの討倫会が開かれたりして，この秋はなか

なかにぎやかである。以下その若干を点描しよう。
’・．

ﾜず日本機械学会誌ltlO月号を自動制御特集として，

今春来計画を進めてぎた。これは自動制御工学の理論の

展望ばかりでなく，わが国における実例や実際問題につ

いての論文や，他方においてもつと広い視野のもとにサ

イバネテ，tックス関係の論文を含んでいる◇外同の専門

家からの寄稿にも注目すべき論文が多く，異色あるもの

を拾うとたとえばタステイン教授の経済界の制御問題，

へ．ンダースン氏の手動制御の研究近況，キャソベル教授

の自動制御教育に対する意見など多大の関心をよぶもの

と期存されている。

　いうまでもなく自動制御は新らしい問題であるために

工業界の人たちへの教育が重要な課題の一つとなる。こ

れに応える講習会が夏から秋にかけて東京だけでも三つ

開かれてぎた。その一つは極めて一般的の講演を主とす

るもの，も5一つばかなり長期にわたり実習も含むも

の，第3はかなり基礎的な教育を主とするものとみるこ

とができよう。最後に記したのが自動制御研究会主催の

講習会で同会としてばじめての企画であつた。ここにそ

の概況を紹介しよう。これは東京都立工業奨励館を会場

として9月18（金），19（土）の両日にわたり，つぎのプロ

グラムによつて開かれた；
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参加者は遠く北海道，九州に及び227名，出席率98パ

ーセントで会場が満章とL．、う盛況であった（写真参照）。

約1／3の人たちからのアンケートによると，78％の人

たちにとつて講義内容は．“ちようどよい”ものであり，
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自動制御講習会の実況

むずかしすぎると答えた人がユ8％，．やさしすぎるとい

う人が4％であつた。　しかしこの広、・分野を1題目1

時間，合計ユ2時間でカバーすること自体が容易でない

ことは明かであり，当日配布した全136頁のテキストを

もつとくわしいものにしてほしいとの希里，時間をもつ

と長くとの希望がそれぞれ50％．あつた。そして将来さ

らに専門的な講習をのぞむ熱心な声が81％に逮した。

この講習会で特記すぺきは専任掛員がないままで膨大な

事務が処理された点である。．すなわち会場の準備万端に

いたるまで沢井庶務理事をはじめ尾越鴨井君らの骨折

により，また当日の会の進行ほ研究会運営委員の諸氏に

より行われたのであるが，これらの陰の努力はよく参会

者に伝わり，気持がよく親切で会費も安い（会員400円，

会員外500円）とい）好感をもつて迦えられた。なおド

イツのボソでもVDE，　VDIにより9月1～3日に自動

制御の基礎に関する講義会が開かれたことは誠に興味深

い。これもまた機械，電気，化学技術者を対象とし27項

目よりなるものであつたという。紡

　良動制御はこのように工業界での重要問題であるばか

りでなく，通信エ学などと共にサイバネティックス（槻

械および生物界の通信伝達と制御を包含する科学分野）

に連つている。このサイバネテiックスの第2回公開討

論会餅）1が学術会議主催で北川教授によウ9月5日（土）

に福岡て開かれた。今回の会合では自動制御が一つの主

題としてとりあげられ，まず工業界の自動化の現況展望

に対して“量子化”，“数学化”のもつ重要な意義が討鍮

された。ついで通信および物理測定の分野からイソ＊メ

ーシaン理論を主とする講演および討議があり，最後に

筋肉運動系における制御機撰およびそれらの神経系を伝

わるdigitalな信号tUj＝に関し定量的な段階にまで進ん

だ研究の発表があり，討論が白熱状態に達したとき惜し

くも日没となつで閉会，計算機と脳頭活動を主題とする

第3回会合が明年に予定されて散会した。この重要分野

は機械系と生物系を結び真のロボットの問題にまで連つ

ているために，どうかすると無責任なおく測，薄つぺら

鱒）　Rege1ロn禽stechnik，　Jg　1，・Hti・7，

撒）・第1回は昨秋開かれた，北川敏男編、サイバネテ

　　ィVクス（みすず書房，1953」5）参照。　　　　r
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な受死り，独断の類がセンセー／1ナルに扱われる可能

性が多い。工学，理学，医学など各界の専門叡が一堂に

会して，用語や概念の不一致という困難とたたかいつつ

協力し，慎重な仮定や実鹸的根拠にたつて進める真剣な

討論会のもつ意義は，この点からみても一層高く評価さ

るべきだろう。（高橋安人〉

　　　☆自働定竃位電解装置の実用化☆

　第4部工業分析研究室では全真空瞥式の自働定電位電

解装置の研究試作を行つて，？　kが，試作に成功して良好

な成績を収める二とがでぎたので，京都の柳本製作所と

共同して今春写真1のよ5な実用的の製品がでぎあがつ

　　　　　　　　　　写真1

た。従来あるこ∂種の装置はセルシン・モーターで抵抗

またはスライダックを調節し，作動にはガルバノメータ

ー・ 潟戟[を用いたものて，可動部分があるために製作

の困難があり，ま＋：交流竜源のときは整流回路の平滑作

用に難点を感じ，さらにモーターのまわりすぎを伴い易

い。しかるにニノ）装置ば全真空管式てあるから以上の困

難がない。

　動作の原理はマルチバイブレーターによつて発振（約

800C）した矩形波の漢甚を，甘釆極によつで取出した

電解液の電位によつて自1動的に制御し，その高Ilq波電流

を整流して出力としだも‘つである。従つて出力電流には

リップルが殆んど含まれないのが特長であり，電解電位

の急激な変化にも追随てぎるもつである。二の装置によ

る電解中の電位の変動は10mv以下で雲、　i）　，瞬問変動

を記録計で追跡した結果は写真2のように±10mV以

内であることか確められた。二の装置の窺所は出力があ

まり大ぎくない（出力管6V6PP，出力トランス15W）

ことで，もしもつと穴電流を必要とするときは電力増幅

25ユ

の部分を換えればよ

い。

　電解中の霞位はマ

ジックアイ式真空瞥

電圧計で指示するよ

うになつている。写

真1て取付けてある

メーダーは右が真空

管電圧計，中央が端

子電圧を示す電圧

計，左b；電解電流を

示す電流計（3Aと

120mAの2段切換）

となつている。なお

中央部に突出してい

るのは麗絆器用小型

モーターである。

　定電位電解’t電解

中の陰極と液との聞

Z）電位を一定に保つ

（陰極電位限定法）電

解法であつて，分解

電圧が僅かに異つて

いる数種の物質が共

存しているときに，

目的物だけの電解を
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行わせる二とができるため，電解分折，電解還元・電解

酸化電解分離などに応用できるものてある。

　たとえば銅合金を分析するときにに，従来ならに銅や

錫などを予め化学的手段で分離してから電解レこのであ

るが，本隻置を利用すればそれらつ処理が不要で直棲に

試精容液を電解てぎるのてある。もし塩酸溶液にするな

らば還元剤を添加し、陰極電位を飽和甘張極に対して

一〇．36Vに隈定しつつ電解すれば銅だけを電着させるこ

とがでぎ，銅が全部析出してから電位を一〇、θDVにす

ると鋤を析出させることができる。このt5にして黄銅

や青銅などの銅と錫を数時間以内で定量てきる。また水

銀陰極法て電解すればアルカリ金属の分離定量も可能

て，ナトリウムやカリウムの定量に成功している。さら

にポーラログラフ分析の際に水銀陰極を用い本装置によ

つて逐次に前放電物質をアマルがム2して除去戯しば連

続定量が可能である。

　本装置は有機物D電解合成にも有効こ利用てぎるので

あつて，文献にみられるものでもe一ド7ユニル・ヂヒ

ドロアクリヂン，各種アセトフェノン誘尊体よ「）の夫々

に相当するピナコール，ヒドロベXゾイソなどが合成さ

れている。また電解機憐の解明にも有力な武腸と考えら

れ，たとえばピクリン酸の電解還元によウJ生衣物がト

リアミノフェノールではないことが明うかにされた丈献

もあり，将来は二のような方面への応明が益々」蓋んにな

るものと思われる。
（1953．9．2葛．岡宗次郎，

武藤義一）
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一講　演一

◇助教授　加藤正夫「放射性同位元素の冶金学的応用」

三菱金属鉱業KK（1953．　3．　5）

◇同上「AレMg系耐蝕鋳物合金について」消防技術研
究会（1953．5．9）

◇同上「鋳造用亜鉛合金について」古河電気工業小山工

場　（1953．7．25）

◇同上「放射性同位元素の冶金学的応用」日本鉱業佐賀

関製錬所（1953．8．　8）

◇同上「放射性同位元素の工業的応用」第3回放射性同

位元素講習会（1953．8．24）

◇助教授　丹羽　登「超彦波寧み計によるボンベの肉厚

測定」瓦斯容器倶楽部，日本材料試験協会関東支部ボン

ベ肉厚測定委員会（1953．8．12）

◇助教授　三木五三郎「鋪装工事の基礎について」静岡

県道路鋪装研究会（1953．8．22）

◇教授　久保田　広「三色分解干渉フィルター一につい

て」…・・肋ラ・・一テレビジョンに必要な三色分解用干渉フ

ィルターの試作並びにその成績についての報告をした。

テレビジョン委員会（1953．9．5）

◇教授高橋安入「自動制御工学とサイバネティックス」

日本学術会議第4部境界領域（サイバネティックス）討

論会，（1953・9・5）於福岡

◇同上「路面のスペクトル密度と自動車の振動」第3回

応用力学連合講演会（1953．9．9）

一一ｽ　稿一

◇助教授三木五三郎「道路々盤の強さの現場試験例

（第1報）」土と基礎第1巻第2号（1953・7）PP．42～49

◇教授　高橋武雄，助教授　仁木栄次，元大学院特研生

木本浩二，元技術研究生吉村　担「自動滴定装置の研

究」分析化学2，126（1953・3）

◇教授　高橋武雄，元大学院特研生　木本浩二，元大学

院学生　南　繁吉，「硫酸セリゥムによる有機工業分析法

（第6…報）」工業化学雑誌56，417（1953・6）；同（第7

i報），同上誌56，491（1953・7）

◇教授　高橋武雄，元大学院特研生　木本浩二，元助手

高野良男「硫酸セリゥムによる有機工業分析法（第8

報）」同上誌56，591（1953・8）
e
◇教授　高橋武雄，工学部教授　安東新午，元助手　高

野良男，工学部大学院特研生　高橋敏男「アルギン酸プ

ロピレソグリコールエステルの研究（第1報）」同上誌

56，522（1953．7）同（第2報）同上誌56，630（1953・8）

◇教授　高橋武雄「実倹失敗記」化学の領域7，534
（1953．8）

◇助教授　加藤正夫「放射性同位元素の工業的応用」日

本放射性同位元素協誌第2巻第2号（1953・8）PP．38～47

一現地調査一

◇助教授　三木五三郎，助手　海老根儀助，雇員　今村

芳徳「福島県における主要道路の工学的土性の調査研

縄，

s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　筆　　　　者

　　◇東畑平一郎　講師　専攻　化学工学

　　◇金森研究室
　　　金森九郎　教授　工博　専攻　鉄工製錬工学
　　◇野崎　　弘　助教援　専攻　電気化学及光化学

　　◇表　俊一郎兼任助教授（東大地震研究所）専攻地震学

’　◇糸川英夫　教授　工博　専攻　音響機器，直記式オ

　　　　　　　　　シログラフ・脳被心電図・地震計記録

　　　　　　　　　装置・絃楽器の研究

　　◇鳥飼安生助教授専攻音響材料・粘弾性

　紹　　　　介

◇根岸勝雄　大学院特研生　専攻　超音波測定
◇友田宜孝　教授　工博　　専攻　糖化学及醗酵化学

◇中村亦夫助教授　　　専攻同上
◇渡辺鋼市郎　大学院特研生　専攻　同上

◇竹中規雄　教授　工博　専攻切削工作学・工作機械

◇笹谷重康　助手　　　　専攻同上
◇植村恒義　助教授　専攻　精密機器学・瞬間写真及

　　　　　　　高速度カメラ
◇前田秋夫　シチズン時計株式会社

　　編　集　委　員
編集委員長　認田武雄
編集委員　系川英夫゜
　　　　　富　永　五　郎

　　　　※千々岩健兇

編集委員　大島．康次郎
　　　　　植　村　恒　義

　　　　　高　木　　昇
　　　　　斎　藤成文
　　　　　山　i辺　武　郎

郎寛郎司一

一　三嘉昌
上轟田野江山久勝星　※員委集

調棚晶
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